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円珠尼と薬師堂 

 円珠は、和歌が縁で帝 

に召されとの言い伝えが 

残されています。 

 帝からある時、「石の衣 

」という題で和歌をつく 

るように言われ、円珠は 

すぐに「仰せならば 石 

の衣も縫うてみん 真砂の糸を 縒りてたまわれ」と詠み、

帝はびっくりし、ますます円珠を寵愛にしました。 

 帝に大事にされる円珠に女官たちは嫉妬し、嫌がらせがひ

どくなり、円珠は川田に帰ってきました。 

 その時、円珠は帝の子を身ごもっていてしばらくして男の

子が生まれましたが、３歳の時に亡くなってしまい、円珠は      

仏門に入り、円珠尼とな  

り、亡くなった王子の冥福

を祈っていました。 

 下川田町に残る薬師堂

で円珠尼は病気で亡くな

り、お堂の前には、円珠が

化粧の時に使ったと伝わ

る鏡池が今もあります。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
大
阪
高
裁
と
広
島
地
裁
が
相
次
い
で
、
関
西
電
力
高
浜
原
発
３
、
４
号
機
の
再
稼
働
と

四
国
電
力
伊
方
原
発
３
号
機
の
運
転
継
続
を
認
め
、
二
つ
の
決
定
は
い
ず
れ
も
国
の
原
子
力
規
制
委
員
会

が
規
制
基
準
に
基
づ
き
運
転
を
認
め
た
こ
と
を
「
不
合
理
が
な
い
」
と
断
じ
ま
し
た
。 

 

国
が
運
転
を
認
め
て
き
た
か
ら
、
裁
判
所
と
し
て
運
転
の
是
非
を
判
断
す
る
必
要
が
な
い
と
な
れ
ば
、

国
の
追
随
機
関
と
い
う
し
か
な
く
、
こ
れ
で
は
国
の
原
子
力
規
制
委
員
会
審
査
そ
の
も
の
に
「
安
全
神
話
」

の
お
墨
付
き
を
与
え
る
だ
け
で
す
。 

 

今
回
の
大
阪
高
裁
や
広
島
地
裁
の
決
定
で
は
、
規
制
委
員
会
が
原
発
の
運
転
を
認
め
た
規
制
基
準
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
解
明
さ
れ
た
「
事
故
の
教
訓
」
や
「
最
新
の
科
学
的
・
技
術
的
知
見
」
に
も
と
づ
く
と 

 
 

持
ち
上
げ
、「
不
合
理
な
も
の
で
は
な
い
」
と
言
い
切
り
、
広
島
地
裁
に
至
っ
て
は
、

国
に
追
随
す
る
だ
け
で
な
く
、
九
州
電
力
川
内
原
発
の
運
転
を
認
め
た
福
岡
高
裁
宮
崎

支
部
の
判
断
に
従
う
と
し
、
裁
判
の
独
立
性
さ
え
放
棄
す
る
あ
り
さ
ま
で
す
。 

 ３月３１日に閉幕した「上州沼田真田丸展」の総入場

者数は１７５，８６６人となり、当初目標の１５０，０

００人を上回り、「花燃ゆ」のドラマ館の入場者数１４５，

９３６人も上回りました。 

 閉幕セレモニーで市長 

は、入場していただいた 

人に感謝するとともに「 

再度訪れて、沼田のファ 

ンになってほしい」とあ 

いさつしました。 

 沼田市では、集会施設やスポーツ施設、学校などの公共施設３４１施設、

道路や橋、水道施設などのインフラ施設を今後４０年間すべて維持した場

合、約３，０３１億円、１年当たり約７６億円の経費が必要となる試算と

公共施設の保有量（延べ床面積）を４０年間で４０％削減するという「沼

田市公共施設等総合管理計画」を策定しました。 

 計画期間は今年度から４０年間で、４０年後には人口が２２，９４８人

と予想し、高齢化率は４５．８％となる見込みとし、人口減少、高齢化の

進展、公共施設の維持管理費の増大から公共施設の再編に取り組んでいく

としています。 

 大東議員は３月定例市議会の一般質問で、吹割渓谷と吹割の滝の保存と

活用、旧利根村が購入した土地の整備と活用について質問しました。 

 吹割渓谷と吹割の滝の保存と整備について教育長は、「今後予定してい

る第３次保存管理計画の策定のなかで、文化庁や県、地域の人たちの意見     

も聞きながら検討していきたい」と答えました。 

  誘客と活用について市長は、「利根町観光協会  

などと連携を図り、観光客のニーズを的確に捉え、

誘客につなげたい」と答えました。 

  旧利根村が購入した土地について市長は、「第３

次保存管理計画との整合性を図りながら、景観保

護保全を視野に検討したい」と答えました。 

 沼須町の一切経は、宝暦９年（１７５９）に小林多左

衛門が発起人となり、３００両の寄付をあつめ、京都か      

               ら求めたものです。 

                古くは疫病除災など

に箱を持ち出し、祈願

してきましたが、今で

は砥石神社の祭りに合

わせ、経箱をかつぎ

家々をまわります。 


